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建
築
の
モ
デ
ル
と
な
る
庁
舎
建
築
を
実

現
し
て
い
る
。

　

こ
の
建
物
は
地
上
二
階
建
て
の
純
木

造
建
築
物
で
あ
り
、
主
要
構
造
部
材
は

ス
ギ
や
カ
ラ
マ
ツ
を
原
木
と
す
る
集
成

材
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
燃
え
し
ろ
設

計
に
よ
る
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
木
質
構
造
材
（
集
成
材
）

を
被
覆
せ
ず
に
内
外
で
木
材
現
し
と
し
、

意
匠
的
に
も
純
木
造
表
現
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
屋
根
架
構
に
構
造
的
な
工
夫
を

凝
ら
し
た
大
ス
パ
ン
無
柱
空
間
方
式
を

採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た

る
機
能
変
化
に
対
応
で
き
る
フ
レ
キ
シ

ビ
リ
テ
ィ
の
高
い
プ
ラ
ン
を
実
現
し
、

利
用
者
に
と
っ
て
快
適
で
開
放
的
な
木

造
大
空
間
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

先
述
の
屋
根
架
構
に
は
独
特
の
レ
ン

ズ
型
張
弦
ト
ラ
ス
を
提
案
し
、
建
物
の

幅
に
あ
た
る
二
一
・
八
㍍
ス
パ
ン
の
大

空
間
と
三
・
六
㍍
の
軒
の
出
を
実
現
し

て
い
る
。
こ
の
レ
ン
ズ
型
ト
ラ
ス
の
上

下
弦
材
は
地
元
の
中
断
面
集
成
材
工
場

で
製
造
し
た
短
い
直
線
材
（
調
達
可
能

な
最
大
長
七
㍍
）
を
組
み
合
せ
て
つ
く

　

住
田
町
は
岩
手
県
南
東
部
に
あ
る
人

口
六
、〇
〇
〇
人
の
町
で
、
主
た
る
産

業
は
林
業
で
あ
る
。
築
五
〇
年
を
超
え

た
旧
庁
舎
の
建
て
替
え
が
計
画
さ
れ
、

二
〇
一
二
年
に
工
期
短
縮
と
予
算
厳
守

の
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ル
ド
方
式
に

よ
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
を
経
て
発

注
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
森
林
・
林
業
日

本
一
の
町
を
目
指
す
こ
の
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
地
場
産
の
木
材
を
使
い
気

仙
大
工
の
技
術
伝
承
を
活
か
し
た
木
造

建
築
の
新
庁
舎
を
建
設
す
る
と
い
う
、

当
初
か
ら
の
明
確
な
建
設
理
念
が
あ
っ

た
。
地
元
の
山
林
で
伐
採
し
た
ス
ギ
や

カ
ラ
マ
ツ
を
地
元
の
加
工
工
場
で
集
成

材
化
し
、
そ
の
木
材
を
使
っ
て
地
元
の

関
連
企
業
（
大
工
や
職
人
た
ち
）
が
新

庁
舎
を
建
設
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維

持
管
理
す
る
と
い
う
徹
底
し
た
地
産
地

消
・
地
域
循
環
型
経
済
に
基
づ
く
建
設

計
画
の
理
念
で
あ
る
。
そ
の
強
い
建
築

主
の
要
請
に
対
し
て
異
業
種
建
設
共
同

企
業
体
で
あ
る
設
計
者
、
施
工
者
が
一

体
と
な
っ
て
応
え
る
こ
と
に
よ
り
、
意

匠
・
構
造
両
面
か
ら
全
国
の
木
造
公
共

選
評

住
田
町
役
場

2016年 第57回
BCS賞受賞作品紹介

レンズ梁。建て方風景。ラチス耐力壁。建て方風景。

ラチス耐力壁 レンズ梁の見上げ

＜ 2016年 第57回 BCS賞受賞作品 ＞　飯野ビルディング　大手町タワー／大手町の森　京都国立博物館 平成知新館　グランフロント大阪　
高志の国文学館　ザ・リッツ・カールトン京都　住田町役場　東京スクエアガーデン　流山市立おおたかの森小・中学校、おおたかの森センター、こども図書館　
日清食品グループ the WAVE　穂の国とよはし芸術劇場 プラット　八幡厚生病院本館　山梨学院大学国際リベラルアーツ学部棟　Ribbon Chapel　龍谷大学 和顔館　
 ［特別賞］札幌市北3条広場・札幌三井JPビルディング　
日本橋室町東地区開発：室町東三井ビルディング、室町古河三井ビルディング、室町ちばぎん三井ビルディング、福徳神社

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる
建築物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三
者を表彰する建築賞です。
この賞は、1960年にはじまり2016年で57回を数えます。
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計画概要 建築主：住田町 設計者：前田建設工業㈱
　　　　㈱中居敬一都市建築設計
　　　　近代建築研究所
　　　　㈱ホルツストラ

施工者：�前田建設工業㈱
　　　　㈱長谷川建設

所在地：岩手県気仙郡住田町世田米字川向地内
竣工日：平成26年7月31日

敷地面積：�7,881㎡ 
建築面積：��2,405㎡ 
延床面積：��2,883㎡ 

階数：地上2階
構造：�木造

　更には、木質ペレットを使用した冷暖房シス
テムや太陽光発電などの再生可能エネルギーの
利用、自然換気・採光の自然エネルギーの活用、
様々な省エネルギー設備の導入など、環境にも
十分配慮した建物であります。
　今後とも、住田町の大きな資源である森と木
材を活かした「住

すみ

田
た

い町」づくりに取り組んで
まいりますので、一層のご支援とご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

　このたび、住田町役場庁舎がBCS賞の表彰を
受け、心から感謝申し上げます。庁舎建設にあ
たっては、町のイメージを具現化する木造とし、
木造公共建築物のモデルとなる建物をめざした
ところですが、国内初の実用化となるラチス耐
力壁や広い空間を実現したトラス梁、気仙大工
の技による鎧張り、町民寄贈のスギの象徴木な
ど、まさに「森林・林業日本一の町」を目指す住
田町にふさわしい役場庁舎となりました。

「森林・林業日本一」をめざす町に
ふさわしい役場庁舎

建築主
より

施工者
より

設計者
より

れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
て
、
特
に

下
に
凸
の
円
弧
カ
ー
ブ
に
沿
っ
た
下
弦

材
に
つ
い
て
は
伝
統
工
法
の
追
掛
け
継

ぎ
の
原
理
を
応
用
し
て
引
張
力
を
伝
達

す
る
な
ど
、
木
造
な
ら
で
は
の
独
創
的

な
解
決
が
見
ら
れ
る
。
ト
ラ
ス
梁
は

一
・
八
㍍
間
隔
に
立
つ
外
周
柱
で
支
え
、

外
壁
の
随
所
に
合
板
両
面
張
り
耐
力
壁

や
斜
格
子
状
の
ラ
チ
ス
耐
力
壁
を
配
置

し
て
い
る
。
特
に
後
者
は
優
れ
た
耐
震

性
能
だ
け
で
は
な
く
、
採
光
・
通
風
が

取
れ
、
意
匠
的
に
も
非
常
に
優
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
ユ
ニ
ー
ク
な
構
造
要
素

に
は
デ
ィ
テ
ー
ル
に
も
細
心
の
配
慮
が

見
ら
れ
、
木
造
技
術
を
熟
知
し
た
設
計

者
の
技
量
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　

最
後
に
、
集
成
材
の
制
作
か
ら
加
工
、

部
分
組
み
立
て
ま
で
を
分
担
し
て
高
品

質
の
工
場
制
作
部
材
を
現
場
に
提
供
し

た
地
元
の
木
材
関
連
企
業
も
含
め
て
、

前
例
の
な
い
ト
ラ
ス
梁
や
ラ
チ
ス
耐
力

壁
な
ど
を
現
場
に
て
高
精
度
に
実
現
し

た
施
工
者
チ
ー
ム
の
貢
献
も
き
わ
め
て

大
き
い
。
こ
の
建
物
は
、
建
築
主
、
設

計
者
、
施
工
者
の
見
事
な
連
携
に
よ
り

実
現
さ
れ
て
お
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
に
ふ
さ

わ
し
い
作
品
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。

 ［
選
考
委
員
］

佐
々
木
睦
朗
・
六
鹿
正
治
・
尾
﨑 

勝

町民ホール

2階執務スペース。無柱の大空間。

交流プラザ

住田町長

多田欣一
Kin-ichi Tada

各セクションにおいて住田のネットワークを活
用し木の特性を十分に活かすことができる高い
技術力を結集し、スギの象徴木を磨き体験イベ
ントで仕上げてもらうなど、地元に愛される建
物づくりを心掛けました。
　震災復興最中のプロジェクトという大変さも
ありましたが、関係者皆様のご協力によりこの
ような素晴らしい賞を受賞できたことに大変感
謝いたします。

　森林・林業のまち住田町で地場産の木材を用
い、設計・施工一括方式で大規模木造の役場を
つくるというプロジェクトでしたが、町と設計
と施工とが一体となりそれぞれが知恵や技術を
出し合うことで、木という温かみのある素材か
ら迫力のある大型木造庁舎をつくりあげました。
　施工においては、育林から製材、施工を行っ
ている地元の企業に参入してもらい、地場産の
木材を地元のプレカット工場で加工をするなど、

「森林・林業のまち住田」で
木造建築をつくる意義

前田建設工業株式会社
東北支店
作業所長

須崎太朗
Taro Suzaki

的木造建築の面影を残しながらも、レンズ型ト
ラスとラチス耐力壁により、明るく開放感があ
る先端的な大規模木造建築を目指しました。竣
工後、「木造」は利用者の五感に語りかける空間
を創造できること、機能的にもエネルギー消費
量など環境面で優れていることを改めて確認で
きました。大型木造建築の可能性を拡げたこの
庁舎建設に携われたことへ感謝の意を表します。

　「住田町役場」では設計・施工一括方式のプロ
ポーザルの段階から、町内産の木材活用と地元
での加工・施工まで行う川上から川下までの

「地産地消」と、構造体に庁舎としての安全性と
高い意匠性とを両立し「木造の架構をそのまま
見せたい」という明確な町側のビジョンが示さ
れていました。プロジェクトを推進するにあた
り、設計・施工・木加工と地域を含めたパート
ナーシップを構築し、柱と梁で構成された伝統

地元と創り上げる「地域循環型」純木造庁舎

前田建設工業株式会社
執行役員 建築事業本部
企画・開発設計部長

鈴木章夫
Akio Suzuki

＞＞ 住田町役場


